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高速道路機構

通行料金　 （料金収入）用地補償・工事費用の支払い （道路資産完成原価）

お金・資産の流れ
手続き

協定

土地・物件所有者 建設会社

国

資金調達

高速道路資産及び
債務の引き渡し

債務の返済 （債務残高）

NEXCO
西日本

2

3

投資家・金融機関

高速道路資産の借受 道路資産賃借料
の支払い

6

お客さま

1

完成
完成した高速道路資産は、建設費と同額の
債務とともに高速道路機構に引き渡します。

● 高速道路の保有
● 債務の返済

5

高速道路の建設 運営管理
お客さまから通行料金を収受すると
ともに、高速道路を維持管理します。

投資家・金融機関から調達した資金
を原資に高速道路を建設します。

4

高速道路事業のスキーム

新型コロナウイルス感染症による経営への影響  

変動貸借料：増
変動貸借料：減

高速道路事業の損益（　　　　　 ） 高速道路機構の債務残高（ 　）

8,991
営業収益

9,029
営業費用

▲37
営業損益

29
計画 実績

（2020年度）
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38.2

2005.10 2010

31.5

30.6

2015

29.3

28.5

2019

28.5

26.826.8

29.1

27.527.5

※ 全国路線網（NEXCO3会社）、首都高速道路、阪神高速道路、本州
四国連絡高速道路、及び全国路線網以外の一般有料道路を含む

（単位：兆円）

道路資産完成高
高速道路資産を高速道
路機構に引き渡すこと
による収益。道路資産
完成原価と同額となる。

料金収入

その他

お客さまからいただく
通行料金。

道路資産完成原価
高速道路建設にかかった費用。

管理費用
高速道路の維持管理、料金の収受、
交通管理などにかかる費用。

道路資産賃借料
高速道路資産を保有する高速
道路機構に賃借料として支払
う費用。高速道路機構の債務
返済に充てられる。

1
6,610

5
4,457

3
2,351

2
2,351

4
2,220

2018

※ 億円未満は切り捨てで
　 表示しています

（単位：億円）

※2021年2月～4月は、2019年2月～4月との比較
※道路資産貸借料は、高速道路機構と会社間の協定によりあらかじめ定められていますが、料金収入の変動による会社経営の不安定化を回避し、
　高速道路機構による債務の償還を確実にするための措置として変動賃借料制が適用されています。

❶高速道路料金収入とSA・PA飲食物販売上高への影響（対前年度比較）

❷事業別の営業収益（連結）

❸高速道路機構への道路資産貸借料の支払い実績

2020年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月
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59%
64%
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76% 78%
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60%

85% 84%
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93% 91%
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82%

緊急事態
宣言発令
緊急事態
宣言発令

移動自粛
休業要請
移動自粛
休業要請

緊急事態
宣言発令
緊急事態
宣言発令

緊急事態
宣言発令
緊急事態
宣言発令

高速道路
料金収入

SA・PA
飲食物販売上高

2020年度
83%

2020年度
59%

高速道路料金収入高速道路料金収入
SA・PA飲食物販売上高SA・PA飲食物販売上高

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
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2015年度2014年度2013年度2012年度2011年度2010年度2009年度2008年度2007年度2006年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

2006年度～2019年度で計画値  ＋38  百億の貸借料を支払い

2020年度は会社
設立以来初めて高
速道路事業及び関
連事業ともに損失

2020年度貸借料
 -7 百億

また、高速道路機構への道路資産賃借料※の支払いは、変動賃借料制※が適用され、2020年度は計画に対して
約7百億円の減額となりました。なお、会社設立から2019年度までの道路資産賃借料の支払い実績は、計画に
対して約38百億円上回っています。

高速道路事業のスキームと新型コロナウイルス感染症による経営への影響

2020年度は、高速道路料金収入が対前年度比83％、SA・PA飲食物販売上高が対前年度比59％となり、
2020年度決算は会社設立以来初の純損失を計上しました。また、2021年度においても純損失を計上する見込
みであり、厳しい経営環境が続く見込みです。
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